
手書きバンドスコア 

 

Epilogue〜夏の終わりに〜 
 

作詞 : 北村俊雄   作曲 : 河本宏 

 

解説 

NS のなかでは珍しくスローなバラードの曲。Openings の対としてコンサートのラストに演奏する曲

のつもりだったが、静かな曲なのでエンディングには向かないかも、という声もある。夏の終わりの郷愁

感を唄った曲で、「あと何回夏にこうして集まれるだろうか」と、老いが近づいた人が行く夏を惜しむ唄

のように読めるという声もあるが、作詞者の北村先生は、夏の一時を恋人と大切に過ごすという唄で、

老若男女は問わないと言っておられる。 

 

歌詞 

 

これが何度目の夏だとしても   
sharing this same summer with you all  
また次の夏がくるとしても  
sharing this summer with my love  
to dream the same dream  
 
木陰で暑さが凌げるように   
みなでここに集まろう  
それから月の色した太陽を   
身体一杯に集めよう  
 
海辺のかなたの朝焼け色に   
コバルトブルーを投げ込もう  
海辺のむこうの夕暮れ色に   
アイアンブルーを投げ込もう  
 
これが何度目の夏だとしても  
The summer is slowly passing you by  
次の季節がくるとしても  
sharing this summer with my love  
till the end of this endless dream 
 

 

ミュージックビデオ (Youtube): 

https://www.youtube.com/watch?v=mGCN4dGvTEE&feature=youtu.be 






















